
2010.6.10（木）12：10 ～ 12：50
（40 分間・発表 25 分、質疑応答 15 分ほど）
※昼休みに持参弁当を食べながら

概　要：
学生たちは、中学校・高校と 6 年間英語を学んだあと、英語について膨
大な知識を持って大学一年生の授業に来るわけですが、その知識にはか
なりの偏りがあります。さらに、学生たちはほとんど英語でのコミュニ
ケーションを練習してきていません。これらふたつの理由で英語で効果
的なコミュニケーションができない、という問題がしばしば生じます。
授業で経験するさまざまな問題から、pragmatics、つまりいかに特定の
文脈で適切に言語を使用するかに興味を持ちました。この FD では、実
践的使用がいかに学ばれるかについての調査と、その調査をどのように
わたしの授業に生かしているかを発表したいと思います。

川北合同研究棟１階
101 応接室

Coffee is ready!

セミナーに関する問合せや発表の申込みはこちらまで：
高等教育開発推進センター教授　芳賀満
e-mail：mhaga@he.tohoku.ac.jp ／ tel：3371
教務課分室　鎌田裕子
e-mail：y.kamada@bureau.tohoku.ac.jp ／ tel：7551
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Preparing Future Faculty Program

英語でのコミュニケーション方法を学生に教えること
－調査と教室での実践－
Teaching students how to communicate in English:
Research and Classroom Practices
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どなたでもご参加いただけます


